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,｢もう
実感

ひとつの世界は可能だ」
した世界の民衆との連帯

一
三
℃
刀
ｍ
の
、
一
ｏ
ｚ
⑯

本
誌
の
読
者
な
ら
、
「
世
界
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
三
○
量

の
８
面
一
Ｊ
ご
ョ
）
」
と
い
う
名
前
を
間
い
た
こ
と
が
あ
る
だ

ろ
う
。
’’○
○
｜
年
一
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
ポ
ル
ト
ア
レ
グ
レ

で
産
声
を
あ
げ
、
毎
年
一
月
に
世
界
の
現
状
批
判
勢
力
、
非

戦
平
和
勢
力
が
集
う
新
し
い
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ

る
。
も
っ
と
も
二
○
世
紀
ま
で
の
第
一
、
第
一
一
、
第
三
、
第

四
イ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
系
列
と
は
出
自
も
性
格
も
異
な
り
、

「
生
命
系
民
主
主
義
」
を
め
ざ
し
た
「
多
様
な
運
動
体
に
よ

る
ひ
と
つ
の
運
動
」
「
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
ひ
と

つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
だ
か
ら
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
よ
ん
だ
方
が
い
い
だ
ろ
う
。

も
と
も
と
世
界
の
政
財
官
指
導
者
が
毎
年
一
月
に
ス
イ

ス
の
ダ
ボ
ス
で
開
催
す
る
新
自
由
主
義
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推

進
の
「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
三
○
「
豆
四
○
コ
○
ョ
５

３
Ｅ
ョ
、
ダ
ボ
ス
会
議
）
」
に
対
抗
し
て
、
「
反
グ
ロ
ー
バ
ル

化
」
を
掲
げ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
社
会
運
動
が
集
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
最
初
の
年
の
九
・
｜
｜
同
時
テ
ロ
以
降
、

世
界
の
非
戦
平
和
運
動
の
中
心
に
な
り
、
昨
年
二
月
一
五

日
に
は
、
実
に
千
五
百
万
人
を
イ
ラ
ク
反
戦
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
街
頭
行
動
に
駆
り
立
て
た
。
今
年
は
初
め
て
ブ
ラ
ジ

ル
を
離
れ
、
一
月
一
六
日
か
ら
一
二
日
ま
で
、
イ
ン
ド
の
ム

ン
バ
イ
で
開
か
れ
た
。
世
界
一
三
二
か
国
か
ら
一
二
万
五

千
人
、
日
本
か
ら
も
一
一
一
五
○
人
が
参
加
し
た
。

ち
ょ
う
ど
試
験
期
で
私
自
身
は
行
け
な
か
っ
た
が
、
日

本
で
関
心
を
喚
起
し
ム
ン
パ
イ
に
持
っ
て
い
っ
て
も
ら
お

」
檸
碓
か
池
畔
捌
云
元
材
州
奉
私
叩
膣
榊
膳
菫
恥
恥
乱

う
ひ
と
つ
の
世
界
は
可
能
だ
』
（
日
本
経
済
評
論
社
）
を
、

若
く
活
動
的
な
大
学
院
生
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
翻
訳
し
、

昨
年
ク
リ
ス
マ
ス
に
刊
行
し
た
。
「
も
し
も
世
界
が
百
人
の

村
だ
っ
た
ら
」
の
池
田
香
代
子
さ
ん
は
、
早
速
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
週

刊
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
」
で
と
り
あ
げ
て
く
れ
た
。
折
か
ら

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
も
始
ま
っ
た
が
、
参
加
者
た
ち
か

ら
は
連
日
感
動
の
参
加
記
が
電
子
メ
ー
ル
で
送
ら
れ

て
き
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
十
分
臨
場
感
 
、

を
持
っ
て
世
界
の
民
衆
と
連
帯
す
る
こ
と
が
で
き
勢

た
。
当
初
の
「
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
が
、
新
自
由
主
緑

義
と
政
策
的
に
対
決
し
代
替
案
を
示
す
「
も
う
ひ
と
 
た

つ
の
世
界
は
可
能
だ
」
に
転
化
し
て
き
た
こ
と
も
、
 
蔀

ラ
イ
ブ
の
ウ
エ
ブ
報
道
か
ら
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
 
折

た
。と

こ
ろ
が
こ
れ
に
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
全
く
無
 
癖

関
心
だ
っ
た
。
写
真
や
ポ
ス
タ
ー
だ
け
で
も
十
分
イ
 
市

メ
ー
ジ
が
わ
く
し
、
会
場
で
は
一
三
の
言
語
で
画
期
的
な

ｌ
Ｔ
通
訳
シ
ス
テ
ム
も
機
能
し
た
と
い
う
の
に
、
共
同
通

信
配
信
の
「
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
拡
大
、
印
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
一
一
一
万
人
」
と
い
う
短
く
不
正
確
な
ニ
ュ
ー
ス
の

み
。
わ
ず
か
に
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
記
者
を
送
っ
た
が
、

マ
ス
コ
ミ
が
追
っ
た
の
は
国
会
議
員
の
学
歴
詐
称
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
ば
か
り
。
イ
ラ
ク
派
兵
が
本
格
化
し
、
改
憲
が
焦

点
に
浮
上
し
た
今
、
マ
ス
コ
ミ
を
監
視
す
る
と
共
に
、
私

た
ち
自
身
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
急
務
で
あ
る
。
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曲
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届
Ｍ
ｍ
Ｈ
ｊ
門
川
、

桐
４
０
や
１
１
１
Ⅱ
四
吋
Ｊ
も
刑
〃

…

表
紙
絵
「
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
南
口
に
て
」

学
徒
援
護
会
学
生
寮
（
現
武
道
館
）
の
田
安

門
か
ら
早
稲
田
通
り
を
一
直
線
に
下
る
と
飯
田

橋
駅
南
口
に
出
ま
す
。
学
生
時
代
こ
こ
か
ら
渋

谷
・
自
由
が
丘
を
へ
て
尾
山
台
へ
通
学
し
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
後
ろ
に
せ

ま
る
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
の
超
高
層
や
公
団
の

マ
ン
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
せ
ん
。

駅
前
も
す
っ
か
り
整
備
さ
れ
、
昔
日
の
面
影

が
薄
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
飯
田
橋
駅
舎

は
四
三
年
前
と
あ
ま
り
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

忙
し
く
出
入
り
す
る
人
々
の
多
さ
も
変
わ
ら
な

い
よ
う
で
す
。

（
二
○
○
四
年
一
月
二
八
日
画
）

絵
／
文
小
川
満
世

【
主
な
活
動
予
定
》

・
第
四
回
常
任
理
事
会

三
月
一
五
日
（
月
）
午
後
六
時
三
○
分

ラ
パ
ス
ビ
ル
地
下
会
議
室

・
東
京
Ｎ
Ｐ
Ｍ
研
究
会

三
月
一
一
一
日
（
金
）
午
後
六
時
三
○
分

東
京
自
治
問
題
研
究
所 口




